
 
 回答率 教職員：100％、生徒：82.5％、保護者：78.6％ 



 学校評価アンケートの集計結果を分析し、本校では学校運営の改善に向けて、全教職員で共有して引き続き取り組ん

でまいります。なお、この結果を基に、「自己評価及び学校関係者評価書」を３月下旬までに、本校ホームページに掲載

いたします。 

 また、保護者の皆様からいただいた御意見をいくつか抜粋してお知らせいたします。なお、お寄せいただいた御意見

の趣旨を正確にお伝えするため、表記等は原文のまま掲載しております。 

【良いところ、評価できるところ】 

・全校生徒が各行事に一生懸命に取り組んでいる様子が素晴らしいなと思います。日頃の取り組みの成果が出ている

のかなと思いました。 

・体育大会や合唱コンクールなど、保護者が見学できる機会を設けていただき、学校での様子を知ることができて嬉

しく思います。合唱コンクールでは、昨年以上の成長を感じました。 

・生徒の自主性を大切にしてくれているところ、生徒の頑張りを認めてくれているところなど教職員の方々がいつも

親身になってくださっていることに感謝いたします。 

・挨拶が出来る子や明るく素直な子が多く、生徒の雰囲気が良いと感じます。素直で元気に行事を楽しんだり、友達

との交流を大切にしている生徒がたくさんいることが素晴らしいところだと思います。 
 
【改善が必要と思われるところ】 

・全体的に学習意欲が低く、将来の目標や進路について考えられていないと感じます。１年生のうちからもう少し具

体的に個々の成績や活動に合わせた高校の情報を知る機会や進路指導があると目標も立てやすい気がします。 

・良くない行動への叱責が不足。優しすぎる印象があります。 

・本人を含め、読書量が不足していると感じます。 

・職業体験など、地域の資源を活用してさまざまな大人と関わる機会がもっとあるとよい。 

・平均点がないため全体的な勉強の理解がわからないと思った。知り合いと話す機会があり点数の低い教科が同じで、

その声が他からも聞かれた。参観で保護者も感じたが、授業の内容やテストの内容を学校側も改善策をとってもら

いたい。ただ点数が悪いだけで終わってはこれから先も不安を感じます。 
 
 最後に、保護者の皆様からは、「定期テストでの平均点や順位を公表してもらいたい」という趣旨の御意見をいただき

ました。これに対する学校としての回答は以下の通りになります。 

 本校では今年度より、定期テストにおける平均点および順位の公表を行わないこととしました。 

 この点について、期末懇談や保護者アンケートにおいて、「平均点や順位が分からないと、家庭でどのように声を

かければよいのか分からない」という御意見をいただきました。本校としましては、お子さまの学習状況を把握した

いという保護者の皆様のお気持ちは、もっともなことだと受け止めています。 

 従来の相対的な評価では、平均点や順位は、学級や学年の中での位置を示す分かりやすい指標でした。しかし現在

の学習指導要領では、「他者との比較」よりも、「一人一人にどのような力が身に付いているか」を捉えることが重視

されています。 

 そのため本校では、テストの結果を、観点別の到達状況や学年の目標水準との関係から捉え、指導や授業改善に生

かしています。 

 例えば、合計点は同程度であっても、基礎的な知識は身に付いている一方で、記述問題で自分の考えを表現するこ

とに課題がある場合もあります。このような場合、順位や平均点よりも、「何ができていて、何が課題なのか」を確

認することが、次の学習につながります。 

 御家庭では、テストの結果をもとに、次のような点についてお子さまと話し合っていただけると幸いです。 
 
・どの問題はできていたか、どの問題が難しかったか 

・間違えた問題は、「分からなかった」のか、「分かっていたが解けなかった」のか 

・次のテストに向けて、どのような学習が必要か 
 
 また、テスト前に立てた学習計画を振り返り、「計画通りに進められたか」「効果的だった学習は何だったか」を確

認することも、学習方法を見直すよい機会となります。 

 本校では、平均点や順位といった一つの尺度にとらわれるのではなく、一人一人が自分の課題と向き合い、成長を

実感しながら学習を進められるよう支援してまいります。なお、３年生で実施する学力テストについては、平均点と

順位を公表しています。 

 御理解と御協力をお願いいたします。 
 


